
革新的なソリューションがもたらす 
臨床結果の改善
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私は、ほとんどの大腸内視鏡検査でENDOCUFF VISIONを使用しています。主な利点
は腺腫検出率が向上することです。Doug CorleyによるKaiserの研究から、ADRが

1%上がるごとに大腸がんの確率が3%減少し、致死的大腸がんの確率が5%減少する
ことが分かっています*2。また、ENDOCUFF VISIONによって検査効率が改善されるこ
とが強く示唆されています*3”

私たちの無作為化比較評価の結果は、一時留置デバイスであるiTindの安全性と有効
性を実証するものであり、前立腺を整形し、尿が流れるようにし、患者さんはカテーテル
を留置して帰宅する必要なく下部尿路症状を緩和することができます。評価中に患者
さんが経験した有害事象のほとんどは軽度で、2週間以内に解消しました。これは他の
治療法への優位点です。さらに、iTindによる治療は性機能を損なわないことが評価結
果から示されました*5”

私がとても気に入っていて、使い始めてすぐに感じたメリットの一つが、ループの減少で 

す。ループは大腸内視鏡検査における最も難しい課題の一つです。さらに、ENDOCUFF 

VISIONを使用することで、大腸のひだを思い通りに操作することができ、より注意深い
検査ができるようになりました。大腸全体の表面をより多く見ることができ、他の方法で
は隠れてしまうような微妙なポリープを見つけることができます*4”

私たちは、iT indによる治療が長期間にわたって安全性の懸念が少なく、信頼性の高い
低侵襲治療オプションであることを示す研究データを発表しました。この臨床的な効果
の持続性に関するエビデンスは、BPH症状の治療オプションを検討している医師にとっ
て重要なものです*6”

ENDOCUFF VISIONは大腸がんの早期発見をサポートするデバイスです。
大腸内視鏡の先端に装着し、大腸のひだを操作することで、内視鏡の手技中に
観察可能な粘膜の範囲を拡大します。一列に並んだフレキシブルなアームがひ
だを伸ばしたり平らにしたりすることで、大腸全体の視認性向上に寄与します。

  臨床的利点：ENDOCUFF VISIONは、標準的な大腸内視鏡検査に比べて
腺腫検出率（ADR）を最大16％向上させることが示されており*1、医師がが
んを早期に発見し治療できるようになることで、より多くの患者さんの命を救
うことに貢献します。 

  患者さんのメリット：苦痛が少なく、粘膜の外傷が少ない、より容易な大腸内
視鏡検査をサポートします。 

  販売地域：米国、欧州、アジア

  今後5年間の成長見通し：2桁成長（CAGR from FY2023）

iT indは、前立腺肥大症（BPH）の低侵襲治療をサポートする非外科的治療デ
バイスです。ナイチノール製の一時留置デバイスを、閉塞した前立腺尿道に折
り畳まれた状態で挿入後、超弾性ナイチノールの支柱が12時、5時、7時の3方
向に拡張させ、尿の流れをよくするために前立腺を整形します。

  臨床的利点：iT indは前立腺肥大症の症状の早期改善に貢献します。前立腺
組織を切開したり加熱したりする必要がなく、永久的にインプラントを留置す
ることもなく、また、他の治療に伴う合併症を避けることに貢献します。

  患者さんのメリット：iT indは性機能や排尿機能を保全したままで、不快なカ
テーテルを不要にします。入院の必要がない簡単な処置で挿入できるため、
患者さんは自宅で療養することができます。 

  販売地域：米国、欧州

  今後5年間の成長見通し：2桁成長（CAGR from FY2023）

オリンパスは、臨床結果を改善する革新的なソリューションを開発しています。オリンパスが直近で発売した 

革新的なソリューションの例を2つご紹介します。これらの新しいソリューションの開発には、医療従事者の方々との協力が 

不可欠でした。今後も、医療従事者と協力し合うことで、医療水準を向上させ、より良い医療システムを形成していきます。
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